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秋田県食生活パタ． ーンの一考察

一白米と味噌，漬物の相関関係（てついてー＿

食品栄養科

菊 地 亮 也

ー 緒 E 

秋田県の食生活は古来白米と味噌汁，ガッコ（

潰物の方言）の食形態と云われてキり，近年は食

生活および栄養摂取の面でも向上の傾向にあるが

熊谷，児島，佐々木らは白米等含水炭素による高

カロlll-,2嵌脂吋公および眼噌汁等の食塩摂取量

と高血圧発現率および脳卒中死亡率の相関関係を

報告している。これら栄養因子と関連もある，最

近の食生活のなかから白米と味噌，漬物摂取量と

の相関関係を統計学的匠分析し今後の食生活指導

および保健指導の資料とするものである。

2 調査地区および調査方法
昭和40年度 (5月）， 41年度 (1I月），

4 2年度 (6月）秋田県国民栄養調査地ばの消費

者世帯，横手市，角品町．仁賀保町，横手市，秋

田市の 5市町 19 7世帯および生産者世帯の由禾lj

町，仙南村，秋田市，田代町，八竜町，十和田町

湯沢市鷹巣町，鳥海村の 9市町村38 8世帯の

国民栄養調査原票ょり白米，味噌，漬物の 1人当

り摂取量を計算し，又昭和3O年度～ 37年度は

各年度の 1人当り摂取量より相関係数を求めt検，

定による統計処理をした，

3 調査結果および考察
lli白米および味噌，漬物の年次摂取量

図 1(/)とおり昭和30年から 42年迄の 13年

凋の白米の摂取量は 390.49士4 1.3 gで年々

減少の傾向にあり，全国平均の昭和30年～ 41 

図l 白米・味噌・漬物摂取量の年次推移
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年の 12年関の平均摂取量の 353.6f/に比絞し

て秋田県の摂取緻が多く，摂取変動も高い）

味噌の摂取量は過去 11年間の平均摂取量4a2

9士'Z1リで横ばい状恕が続いており，漬物の長

咽は同じく 68. 6 g士 19. 2 9で各年次の摂取

格差が大きい。

最近 3か毎関の各摂取分布図は図 2~4のとお

りで何れも生産者世帯の摂取量が多く，米および

岬の摂取蘊は県中央部．より北に多い傾向にある。
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表l 米の摂取量 と みそ摂取量の相関関係

昭 和 4 

゜
年度 昭和 4 I 年度

II 
昭和 4 2 年度 l 3 カ年平均

地区名 N r 酷M 士人(J1, 荏M士ど(1, 
地区名 N r 習MJl'-士(J1a 荏M 士り(]、;

地区名 N r 1馘M-l::Mog謳IM士o付g N r 智M¥士、615棺M 士どog 

消 横手市 37 刊34•1 29訟 3 9.1 横手市 53 +02“ 329.7 4 0.1 
秋田市 16 

+0.645 2 91. 7 2 7. 5 
＊＊ 士111.0 士16. 6 ＊ 士0 3こ 士18.4 ＊＊＊ 士116.6 ~ 1 0.7 

費
角岨町 3052 3 6.6 

195し。280

4 切．17-4,
者 =95.D 士 18.2 

士31'ZO96-5 388 

世 仁保 町賀 42 -t0303 33腺 4 2.6 
＊＊＊＊ 

:I:17.6 
＊ ±78.6 * I 7.2 

帯 全 消
127 -+0.308 3128 3 9.2 全消

53 
+0244 329.7 4 0.1 全消

15 
+0646 2 9 1.7 2 7. 6 

費 者 ＊升＊＊— 士9邸 士 17.3 費者 ＊ 士95.5 士18.4 費 者 ＊＊＊ 士116.6 士l0.7 

由禾叫I 29 ”485 409.6 5 4. 7 秋田市 46 
+0248 3804 41.7 

湯沢市 21 -0.166 
3 8 2.2 6 5.0 

生 ＊＊＊ 士94.0 士 19.6 ＊ :I::880 士18.2 士86. 0 士30.2 
-- •一一

仙南村 36 -+-0148 
425(l :5 2.8 田代叫I

68 
+0312 426.7 41.3 

麻巣町 31 
+o.416 410.6 4 4.7 

産 士lw.o 士24.4 A ＊＊ 士100n 士 17.1 ＊＊ 士96.0 士 19.8 

田代B町 27 
+o.363 412.0 3 a9 

鳥海村 48 -oJo9 
3 8 9.6 4 2.7 

者 ＊ .a1n 士 11. 7 士83.5 土 13.4 
3切 +0.238 

士呼981ぅ 士43.620.6 
八竜町 区

+oi95 373.1 3 6.5 

世 ＊＊ 士11&t士］6.1 ＊＊＊＊ 

十和
29 

+O.527 480.7 3 9.6 

帯 田町 ＊＊＊ 士11訟 士14.6 I 

全生
66 

-t-02.7.1 418.1 5 3.6 全生
222 

+o,317 406.6 3 9.2 全 生 100 +O.031 
3 9,6. 0 4 8.8 

I 産 者 lE-* 土97.6 士22.4 産者 ＊＊＊＊ 士1035 ±.~ 6. 6 産者 士87.0 :I:2 3.6 
ー・

秋田県平均 192 ,-+O` .397 3知 44.1 276 
+0296 3920 3 9.4 

115 ! +QJ50 
3 8 3.0 4 6.4 682 ! -+-0271 ｝ 75.6 

士42.019.6 
***-¥-・ 士109D* 2 0.3 ＊＊＊＊ ± 106.0 ::I:17. 0 士94.5 士2&4 ＊＊＊＊ -107.0 

N ：世帯数

＊＊＊＊ 

r ：相関係数

P<::o. 0 0 1 

M士6 ：平均値士標準偏差 ＊ p<0.1 0 ＊＊ P<O. O 5 *** ?<o. o 1 

9
2
7
4
1
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表2 白米摂取量と味噌および漬物摂取量との相関関係

: S'3 0年度
i~S37年度；

I 

S 4 0年度 S 4 1年度

―-'＇ i | ；仁1 l 1 i n r i l n ! 7 : • 

+0397 >:＊紅＊＊＊＊ 113l+oJ501 I1580'i +o•一.271 ：1 ***一* 

+0.271 ** 220-+0.317 **-l<* ! 98+0.o31 385切238**** 
- - -

+o.M8 ** 274 +o078 113 "1J.082 583灼132*** 

+o.140 51 -Ofl69 13-0.014 195-+0J)71 

+o220 * 221+o172＊* 98-0036 386-+O119 ** 

T ：相関係む n:自由度

* ***P<o. 0 0 1 

* P<o. 1 0 

(2) 白米と味噌の相関関係

白米と味噌の相関については表}.2(1)とおり

昭和 30年から昭和37年までについてはa=

o.o 1で有意な相関が認められ，旧食生活の因習に

基いていることがうかがわれる。

消費者世帯の最近 3ヵ年平均臼米摂取量は3l'ZO

g，味噌摂取量は 38.8 gで両者の相関は昭和40

年がa=o.001で最も強く又昭和41年 (a=

0.10),42年 (a=o.01)もそれぞれ相関

関係が成立 L• そのなかでも昭和 42年度の秋

田市が最も高い相関係数で相関が認められ，これ

は昭和40年度横手市とともに白米摂取量 30 0 

9未満であり，又味噌摂取量も少た <,1日食生活

ベクーンの因習はのこつていみものの他の栄養因

子と(1)OO連が少か、つものと考えられみ。

生産者世帯の最近3か年乎均白米摂取量は404Ji

g眼噌摂取量は 43. 6 gであり，両者の関係は昭

和 40年 (a=o.o5)および昭和41年 (a=

0. 0 0 1)がともに相関が認められ，昭和 42年

については認められなかつたが姻或によつては未

如日食生活パクーンもみられ今後の改善が望まれ

る。

図5

S 4 2年度

**P<o.o 5 

S 4 0年度
~S  4 2年 度

*** P<o. 0 1 
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表3 米の摂取量と漬物摂取量の相関関係

二 r

0 年度I I 昭和

聾^：g|霰l地区名|NI r 

昭和
| 

地区名 1町
i 

消
，横手市

費

者

世

帯

生

産

者

世

帯

381 -fO.071 I寄1.0日比l横手市

八竜町

631-0.069 

4 1 年度

： 汽’邸： :•!.4 l秋田市

305.2 j 2 5.9 
角館町 49-+().022 :1:: 95.o 1士29.4

仁 賀 42+o168 33紐 35.2 
保 町 + 785 士20.6 

玉消辺叫0 312.8 2 8.4ーじざ―言 531 -0069 329.79 7.6 
費 者 土 96.6士 24.2 費者 士 96.5士61.4 

由 秤rI 29 I ;:29 I !o品。：f｝.6 秋田市 46叫 971;誓。：翌．03.0

426. o I a 3.3 田代町 425.1 I 6 9.7 
仙南村i 361-1().065 :1::100.0 士20.8 A 6 切195 士100.0 :I: 5 5.8 

田代lr

B 

全消
費者

湯沢市

鷹巣町

4 2 年度

2叶切232| ？芸。：な~.2 II鳥海村 I 叫 •+0.0671 :1屯と

53I三 2

全生
産者

ー・・

秋田県平均
長
1941;+-0~481 

41祖 128.8 
士 97.5 士 20.2 

十和
田町

全生 122
産者

寧 12&6 
士1090 士 23.o 

'_. :鴨2917 I 62.0 Ii i 
15-0.014 I 士ii邸巨 3 一~ i 

□ 1971+ofJ71 |』器
=—ー，＇

1~ -0014 | :i品 1:均』 I

士 l] 388::l*19 翡翡

4 4.8 
!! I ! 

言］：巴五祠。

410.5 
311-0.037 I士 960

l 

480!7 I 7 o.o 
3~ -l-0006 士115.2士 45.7

切1721406.5 l75.7 全 生 •395.0 
＊＊士103.5:I: 5 &4 産者 100 -0J)36 :I:87.0 

3920 I 7 9.9 11 I. _ _I ____ I 3830 
27~ 切078 士 106.0士 5 5. 6 116 --0.082 士9鈷

I 

1
2
7
7
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9
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69.8 
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56.4 
士 494

N ：世帯数 r：相関係数 M士 0：平均値士・標準偏差 ＊P<o. 1 0 

****P<0.001 

**P<O. 0 5 ＊＊ *P<o. 0 1 
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表4 秋田県漬物摂取比率
単位＝佑

調味料別分類 I ビi a2 I 0 年 5月 1 昭 和 4 1年 11___8 ー・

王材料別分類 餞者＇生産 嘉秋田県消贅者 I 生’産者
（漬期間別分類） 帯世 平 均世帯世帯

だかはたき いゅ（ こ ん 3.6 10.2 24.3 7.3 30,7 
さい 0.3 I 0.4 0.1 40.3 54.4 3 5.o 

ぶ 2.6 4.2 0.1 2.2 2.0 2.3 

塩 漬 うり 1.8 2.6 0.6 3.2 0.2 42 

（即席漬・中間漬） す 3.1 0.6 7.1 4.7 7.7 3.6 
きやぺつ 3.3 .1 1 3.6 0.8 0.3 . 1. o 
体 菜 3.6 59--
.:z-L の 他 0.8 0.8 0.7 0.6 1.2 。上4-

計 I 8. l 1 fi.3 2 2.4 7 9.7 7 3.1 822 

いこん 6.3 4.3 9.6 1.1 2.4 0.6 

んじん 0.9 1.4 

味噌漬 ゆ うり 0.4 0.2 0.8 0.2 0.6 

うり 0.5 0 6 

0.1 

ぼう

の他 0.1 0.1 0.1 0.4 
計 7.7! 6. 0 I 0.5 1. 9 3.4 I 2 

ぬ 力コ 漬 | 旭 （沢庵） 6 2.4 6氏1 5 8.1 1 5.6 2 0.1 1 3. 9 

きゆうり 0.4 0.7 0.4' 0.6 
1（長 期 漬）その他

計 6 2.8 6 5. 8 6 8.1 16.0 2 0.1 1 45 

粕 漬 きゆうり 0.4 0.7 0. 1 

白 う り 1. 3 1.4 0.9 0.2 0.2 0.1 
（長 期 置） 今L の 他 0.1 

計 1. 7 2.2 0.9 0.2 0.2 0.2 

I福神漬 5.2 6. 1 3.8 0.9 2.1 0.5 

直＿＿ー一ーー＿漬 0.7 0.4 1.1 0.5 0.4 0.!i 
紅 生 姜 1.2 0.7 1.9 0.1 0.1 

複合漬•その他 ラッキヨウ漬 0.8 1.3 0.2 0. 3 
（中閲漬・長期漬） 松 前 漬 0.5 0.9 

辛 子 漬 0.5 0.8 0.2 0.5 0.1 ~. 
0.2 I 0.6 0.1 I わさび漬一

• その他 ―"0. G ナIi ， -----0.5 0.7 0.3 0.1 0.4 
計 'l.7 1 IJ. ］ 8.1 2. 2 3.2 19 

I 合計 I o 0.0, 0 100. 0 1 ()0.0 1 0 o.o 100.0 

昭和40 年度 •4 1年度秋田県国民栄養調査の市町村より

：4) 相関関係の認められた市町村の栄養摂取状

況

最近 3か年間の米対味噌および米対漬物の相関

関係成立市町村を各年度秋田県平均摂取量と比紋

してみると表 5のとおり，蛋白質，動蛋比，油脂

芋類，動物性食品，緑黄色野菜が県平均より下回

つており，これらと臼米対味噌および漬物との相

関関係に深い関連のあることが推察され，特に都

1「’I'I
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図7 秋田県漬物摂取比率

塩 漬 味噌漬 ぬ 力~ 漬
複合漬，粕漬
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複合蛋
柏 漬

塩 漬 味噌漬ぬか漬 その他
昭

県平均 I ＿大＿ 根 白 菜和 79.7 

41 
年

消費者
11 7 3. 1 

月

生産者 8 2. 2 マ・
2.1 

I l I l I I I I 8I 0 l 
16l 0 ，，， o 10 20 30 40 60 60 70 90 

表5

十和田町八竜町田憚r横：市由利町秋塁市 1鷹巣町

動 物 性 蛋 白 質 -6 +l -14 士 0 -9 +20 -1 

動 蛋 比 -7 .:... ＋ 0 -4 +4 -9 +13 +7 

芋 類 -4 -2 5 -16 -39 -9 -2 -39 

油 脂 +50 -3o -36 -7 +7 +62 -3 8 

緑 黄 色 野 菜 +86 -2 2 +73 -3 5 -3 3 -3 -2 

動物性食品（魚介・肉・卵・乳） I -6 ➔ 2 -16 +20 -26 +3 1 -2 0 

栄養及び食品群摂取量の県平均摂取量に対する比率
ヽ

• s4 a~S42 国民栄養調査地区の米対みそ及びつけもの摂取量の相関関係成立市町村

•各年度秋田県平均＝ 1 0 0 <Ii 

米 消費者世滞の地域

市より農村にその傾向が強く，これらが県民の栄

養状態と健康に関連がたされてきたのではなかろ

うかと考察され，今後は米対他の失品および栄養

素との相関関係を追充してみたいと思う。

参考迄秋田県成人病の死亡率を表6に示してみ

ると，特に他県に比ぺ中枢神経系の血管損傷の死

亡率が最も高率を示めており昭和 40年度をピー

ク［て下降の傾向にある反面，悪性新生物の死亡率

が上昇を示めしている。
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表6 特定死因・年次別死亡率
（人口 10万対）

こ＼＼竺＼次一

S 3 7 S 3 8 S 3 9 S40 S 4 1達 S 4 2飯

率 ＇｝順位 率 順位 率 順位 率 順付 率 順付 率 順位

B l 8 106.0 
30 

lo邸
30 1189 19 117.0 

22 
120.4 

27 
13狙

悪性新牛物 do認） Q.o14) (107.3) ioM) 4108) 91記＇

B 2 2 244.1 2 253.7 2 2448 3 2622 3 256.4 3 12616 
中枢神経系の (169:4: 

呼）
Q. 71A) 

岬）
~7l'J) 

（福繹島） 
0768) 

（認）
如M)（長山野形‘) 71.り

血菅損傷

B 2 5~2 7 8L4 26 
7泊

30 
7位

30 
7田~

36 
780 

35 742 
心臓の疾．患 れ四 170.4) 60.3) 邪9) ~l.1) g4.5) 

B28,B29 2ll 15 摺i24 
20.l 

22 
17..a 

36 16.9 34 10.0 
高 血 圧 症 (8.4) 48.7) d93) dぉ） 0.8.1) 
B群 楽 49紐

20 
488.7 

18 
496.7 

16 
ば）

19 
品） 21 成人病（死亡率） f288) 419.ウ e20~ 

1B群 9裟 6缶 2 66.6 l 67..2 2 6'Z1 3 689 1 
(57.5) （長野） flo2.) 

ザ） 
G.8) 戌長野) @lJ)) 山形 (62.7) 

翌 ＼
成人病（死亡割合喝）I ヽ 1 、1 ノ 長野，

＼同数 と
'同数／

秋田県

（ ）内は全国平均 ※厚生省発表概数 その他は人口動態統計より

4 結 己 文 献

秋田県の食生活の中から白米と味噌および漬物

の相関関係を調査した結果次のとおりである。

(1床対眼噌の相関関係は昭和 30年度から昭和

4 1年まで有意た相関が認められ，昭和 42年は

認められなかつた，このことは昭和 41年頃を境

に1日食生活から近代的食生活に変動しつつあるこ

とが考察される。

湿昧対漬物の相関関係は昭和3O年度から昭和

4 0年度まで有意な相関が認められ，昭和 41年

以降は認められず，これは王食に対する副食的要

素から嗜好的食形態に変化推移がなされていると

考えられる。

{3床対味噌および漬物の相関関係の認められた

市町村の栄養状態は，県平均よ b蛋白質，動蛋比

動物性食品，いも類，緑黄色野菜の摂取量が少な

く，特に都市より農村が米対味噌，漬物の相関関

係とともに関連が強く．これらが特に農村の健康

を支配している一因子とも考えられみ。
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